
⑤画面下部に入力欄が表示されるので、［App名］にアプリケーションの名前を入力

する。

⑥［AndroidパッケージURL］に「market://details?id=<packagename>」という形式

で、マーケットに公開予定のアプリケーションのパッケージ名を入力する。

⑦［ジャンル］をリストから選択する。

⑧［Appの説明］には、簡単な解説を記入する。

⑨［次へ］ボタンをクリックする。

図9-4-1.3［Androidアプリケーション］の設定

⑩「サイトコードを取得」という画面に切り換わる。

⑪［AdMob Android SDKのダウンロード］ボタンをクリックしてSDKを入手。

⑫「http://code.google.com/mobile/ads/docs/android/」を別ウィンドウで開く。

このURLはドキュメントなのでブックマークを作っておく。このページにサンプ

ルのプロジェクトもあるので必要ならダウンロードする。
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図9-4-1.1［マーケットプレイス］をクリック

③画面上部のタブから［サイトおよびアプリケーション］にマウスオーバーして、［サ

イト/アプリケーションの追加］をクリックする。

④「サイトまたはアプリケーション タイプの選択」と表示されるので、［Androidア

プリケーション］ボタンをクリックする。

図9-4-1.2「サイト/アプリケーションの追加」画面
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⑯「パブリッシャーID」をコピーして保存する（このIDは、アプリケーションのコー

ドに埋め込むことになる）。ちなみに、この横の［パブリッシャー コードを取得］

のリンクをクリックすると、SDKを再ダウンロードできる。

図9-4-1.6「パブリッシャーID」の入手

9-4-2 AdMobをEclipseに導入

それではいよいよSDKの導入です。まずは、以下の手順で、既存のアプリケーショ

ンで「AdMob」のSDKを利用できるようにします。

「Eclipse」にJARファイルを追加

①「AdMob Android SDK」のZIPファイルを解凍する。

②解凍したディレクトリを、任意の場所に保存する。

③「Eclipse」を開き、「AdMob Android SDK」を導入したいプロジェクトを右クリッ

クする。

④［ビルド・パス］内の［外部アーカイブの追加］を選び、「AdMob Android SDK」内

のJARファイルを選択する。
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⑬［サイト/アプリケーションに移動］ボタンをクリックする。

図9-4-1.4「AdMob Android SDK」と説明書の保存

⑭サイト及びアプリケーションに、新しいアプリケーションが追加される。

⑮作成したアプリケーションをマウスオーバーすると、［設定を管理］ボタンが現れ

るのでクリックする。

図9-4-1.5 新しいアプリケーションが追加
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ソース9-4-3.1「AndroidManifest.xml」への追記

<!-- AdMob -->

<activity android:name="com.google.ads.AdActivity"

android:configChanges="keyboard|keyboardHidden|orientation"/>

</application>

また、「AdMob」のプログラムは通信を行うので、「AndroidManifest.xml」に通信

を許可する設定も加えなければなりません。以下、手順です。

「AndroidManifest.xml」に通信の許可を追加

①プロジェクト内の「AndroidManifest.xml」を開く。

②「</manifest>」の前に、以下のコードを挿入する。

ソース9-4-3.2「AndroidManifest.xml」への追記

<!-- AdMob -->

<uses-permission android:name="android.permission.INTERNET" />

<uses-permission android:name="android.permission.ACCESS_NETWORK_STATE"/>

</manifest>

9-4-4 レイアウトの追加

次は、アプリケーションのレイアウトに「AdMob」を追加します。ここでは、新規

に作成したプロジェクトで作成される「main.xml」を書き換えます。以下、書き換え

た「main.xml」です。

ソース9-4-4.1「main.xml」

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<LinearLayout xmlns:android="http://schemas.android.com/apk/res/android"

android:id="@+id/linearLayout"

android:orientation="vertical"

android:layout_width="fill_parent"

android:layout_height="fill_parent"

>

<TextView

android:layout_width="fill_parent"
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図9-4-2.1［外部アーカイブの追加］を選択

⑤［参照ライブラリ］として、「GoogleAdMobAdsSDK-X.X.X.jar」が追加される。

図9-4-2.2「GoogleAdMobAdsSDK-X.X.X.jar」が追加

9-4-3 AndroidManifest.xmlの設定

次は「AndroidManifest.xml」の設定です。以下、手順です。

「AndroidManifest.xml」に「AdMob」の設定を追加

①プロジェクト内の「AndroidManifest.xml」を開く。

②「</application>」の前に、以下のコードを挿入する。
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adView.loadAd(request);

}

}

一点だけ説明を加えておきます。それは「setTesting(true)」の部分です。これは

デバッグ用の設定ですので、リリース時にはコメントアウトする必要があります。

図9-4-5.1「AdMob」の広告がアプリケーション内に表示
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android:layout_height="wrap_content"

android:text="@string/hello"

/>

</LinearLayout>

9-4-5 テスト・モードで実行

最後に、デバイス上で広告配信のテストを行うための設定です。この設定は、ソー

スコード内に記述します。

ソース9-4-5.1「AdMobTest.java」

package com.crocro.android.adMobTest;

import android.app.Activity;

import android.os.Bundle;

import android.widget.LinearLayout;

//「AdMob」用のインポート

import com.google.ads.*;

public class AdMobTest extends Activity {

@Override

public void onCreate(Bundle savedInstanceState) {

super.onCreate(savedInstanceState);

setContentView(R.layout.main);

//「AdView」の作成

//「MY_BANNER_UNIT_ID」は、各自の「AdMob Publisher ID」に差し替え

AdView adView = new AdView(this, AdSize.BANNER, MY_BANNER_UNIT_ID);

//「R.layout.main」を参照する

LinearLayout layout = (LinearLayout)findViewById(R.id.linearLayout);

//「AdView」の追加

layout.addView(adView);

// 広告の読み込み

AdRequest request = new AdRequest();

request.setTesting(true);  // デバッグ用の設定（リリース時は削除）
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